
 

 

 

 

 

【小学校】 

○２日間同じ指導者の先生にご指導いただき、お話に一貫性がありとても分かりやすかっ

たです。実践として生かしていけそうなアイディアや取組がたくさんあり参考になりま

した。少しずつ整備し、道徳がスムーズに行っていけるようにしたいと思いました。 

○授業を見させていただいたり、話合いをして自分の中でおぼろげであいまいであったり

したことが、以前よりも明確になりました。まさに、考えて議論した、と思いました。 

○初めての参加で、自分自身これからもっと学び、職員にも返していかなければ、と思い

ました。そこから、地域・子供へとつながり、返っていくと思うので頑張っていきます。

刺激になる２日間でした。 

○協議の時間が短かったことが気になりました。皆さんの学校での取組が聞ける貴重な時

間だったので、レポートの発表が途中になってしまう、というのはとても残念でした。 

○協議会を通して、道徳教育推進のための力の入れどころは各校のニーズによってさまざ

まであることを感じました。「全てを」「１人で」やらなければならいと感じ、負担感ば

かり感じていたのが軽くなりました。組織的に頑張っていきたいです。 

○推進教師として、小中連携について特に悩んでいたのですが、御講演の中で「小学校も

中学校も道徳の基本形は変わらない」との御示唆をいただいて、合同研修の方向性が見

えてきました。学校の中には道徳性を高める取組がたくさんあって、それらを計画的に

道徳と絡めてやることで一層効果を高めることを実感しました。 

○最新の道徳について多く学べる良い機会だったと感じました。１日にまとめられると、

より具体性が出てよいかと思います。 

【中学校】 

○自分自身負担と感じていた指導計画の作成、評価の方法など、頭を悩ましていることに

ついて、話が聞けて助かりました。また、各学校の取組を聞き、自校でも使えるものが

あり、試してみようと感じました。 

○このような機会でないとなかなか聞けないようなお話、また、他校の先生方との情報交

換などとても刺激になりました。指導者の先生によるご指導も即実践したい内容でした。 

○指導者の先生の話にもあった「できることから」「一人で抱え込まない」ということを意

識しながら、全職員の協力体制を築いていきたいと思いました。 

○現在の状況として、道徳への意識が本校教員には足りないと感じ、意識改革から始めて

いきたいと思いました。各学校の取組を参考にし、本校の実態に合った実践を行ってい

きたいと思います。 

○道徳の授業に苦手意識がありますが、実際に授業を参観したり、わかりやすい講演を聞

いたりすることができ、自信とまではいきませんが不安が少し安心に変わりました。 

○生徒の変容を一緒に喜べる教師でありたいし、そういう授業ができるよう研修に努めた

いと思います。まずは今回学んだことを伝達したいです。 
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